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３ ロジックモデル ※達成すべき目標と取り組むべき施策の関連性を体系的に整理した「ロジックモデル」は次のとおりです。 

 

 

 

 

４ 指標一覧 

 

種別 コード 指標名 出典 計画策定時の値
(データの年度) 

目標値 
(令和 11 年度) 

初期 C101 県内で小児科専門研修プ
ログラムを履修している専
攻医数 

一般社団法人日本専
門医機構「年度採用
数」 

33人 
（R5） 

34人以上 

 C201 #8000の回線数 県医療課調査 ３回線 
（R5） 

３回線以上 

 C202 #8000の相談件数 厚生労働省「都道府
県調査」 

45,523 件 
（R４） 

69,000 件以上 

 C203 小児初期救急医療提供体
制を有する市町村数 

厚生労働省「小児救
急医療体制の現況調
べ」 

18 市 11町 
（R4） 

18 市 11町 

 C204 小児二次救急医療提供体
制を有する小児医療圏数 

県医療課調査 14医療圏 
（Ｒ５） 

14 医療圏 

中間 B101 小児科医師数 厚生労働省「医師・歯
科医師・薬剤師統計」 

1,187 人 
（R2） 

1,187 人以上 

 B201 乳幼児の救急搬送におけ
る軽症の割合 

総務省消防庁「救急
の現況調べのうち事
故種別年令区分別傷
病程度別搬送人員
調」 

77.0％ 
（R3） 

75.1％以下 

 B202 医療機関に受入の照会を
行った回数が４回以上の件
数（小児人口 10万対） 

総務省消防庁「救急
搬送における医療機
関の受入れ状況等実
態調査」 

３１.６件 
（R3） 

31.6 件以下 

 B203 現場滞在時間が 30分以
上の件数（小児人口 10万
対） 

総務省消防庁「救急
搬送における医療機
関の受入れ状況等実
態調査」 

128.1 件 
（R3） 

100.3 件以下 

最終 A101 小児死亡数（０～14歳）
（小児人口 10万対） 

厚生労働省「人口動
態調査」 

15.2 人 
（Ｒ３） 

15.2 人以下 

 

 

 

 

初期アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム

一般小児医療提供体制 一般小児医療提供体制の充実 小児死亡数（小児人口10万対）の減少

C101
県内で小児科専門研修プログラムを履修し
ている専攻医数

B101 小児科医師数 A101 小児死亡数（０～14歳）（小児人口10万対）

小児救急医療提供体制 小児救急医療提供体制の充実

C201 #8000の回線数 B201 乳幼児の救急搬送における軽症の割合

C202 #8000の相談件数 B202
医療機関に受入の照会を行った回数が４回
以上の件数（小児人口10万対）

C203
小児初期救急医療提供体制を有する市町村
数

B203
現場滞在時間が30分以上の件数（小児人口
10万対）

C204
小児二次救急医療提供体制を有する小児医
療圏数


